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歩行者分布と施設分布に着目した「かいわい」の分析 
 
DISTRIBUTION OF PEDESTRIANS AND DISTINGUISHED FACILITIES  
IN THE IDENTIFIABLE NEIGHBORHOOD “KAIWAI” 
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The purpose of this study is to analyze the features of distribution of pedestrians and 
distinguished facilities in the identifiable neighborhood “Kaiwai”. The following points are 
clarified. a) Difference of pedestrian and commercial facility distribution are clarified among 5 
object areas. b) Properties of the pedestrian and facility distribution are clarified with the 
street step depth concept. c) Features of each object area are comprehended as a whole. 
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１．はじめに 
（１）研究の背景 
現在，多くの地方都市でまちづくりが試みられている．
東京などの大都市では大規模な再開発が行われるケース
が多いが，地方都市では既存のまちの構造や要素を活かし
ながらまちづくりを進めなければならない状況にある．こ
のとき，一定の地区イメージと活動を持つ「かいわい」が
参考になる．かいわいは，通常，規模の小さな要素（商店
群，電気街，飲食街，古本街等特定の種類の施設，歴史的
建物等）の集積を，多くの来訪者が認識することによって
成立している．こうした「かいわい」の形成には，店舗等，
比較的小さなまちの構成要素を戦略的に配置することに
より，街路や地区のイメージを効率的に形成することが有
効であると考えられる．しかし，かいわいの形成を前提と
した定量的分析は少ない． 
（２）既往研究 
かいわいについては，材野1)が多面的に分析している
が，「かいわい」の特性や条件を定性的に定義している
のみである．都市（地域）認識論では，ケヴィン・リン
チ2)がもっともよく参照されているが，リンチの立場は分
析的で，まちづくり推進のための直接的な実現手段では
ない．まちの構成要素については有馬ら3)が街路内の行動
誘発要素と歩行者のアクティビティの関係を分析し，都
市の空間構造については高野ら4)が場の景観を考慮した街
路パターンの定量的解析を行っている．しかし，これら
の成果を都市のイメージ形成手法として導入するには，
実証的検討に基づく定量的かつ一般性をもつ手法の構築
が課題である．  
（３）研究の目的 
 本研究は，かいわい形成のための知見や計画手法を具体
的に提案する過程として，同種のかいわい要素の集積に
よってかいわいを形成している地区の実例分析により，
要素の種類，要素の密度分布・配置・範囲の特徴を明ら
かにする．また，同種のかいわい要素と，それらを認識
し，かいわいイメージを形成する歩行者(来訪者)との関
係を示すため，実際のかいわいにおける歩行者の密度分
布を分析し，要素の集積との関係を考察する． 
(4)研究の方法 
同種のかいわい要素の集積により，かいわいを形成し
ている地区の実例分析を行うにあたって次の2つの調査を
行う． 
・かいわい要素の分布・密度 
・かいわいの歩行者分布の把握 
これらの調査から，既存のかいわいの特徴を分析す
る．また，かいわいの空間的特性を考察するために，ス
ペースシンタックス理論におけるStep Depthの概念を用い
て考察を行う．かいわい要素と歩行者分布の調査方法
は，国土交通省国土技術政策総合研究所の「賑わいづく
り施策『発見』マニュアル」5)を参考にした． 
 
２．本研究で用いる概念 
（１）「かいわい」の定義 
 「かいわい」とは，店舗等の施設の集積が存在すると
同時に，人々の活動が多様な地区である．材野1)はかい
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わいの特性として，核性，領域性，うたかた性，庶民
性，余暇性，多様性，アクティビティを挙げている．こ
れらの特性は施設等の物理的構成要素だけでなく，歩く
人々の活動が付属することで成立するものである．本研
究では，かいわいの特性を形成する歩行者と特定の店舗
を取り扱うことでかいわいの特徴を分析する． 
（２）スペースシンタックス理論 
スペースシンタックス理論（以下SS論）とはBill Hillier
らによって開発された空間の位相性に着目した空間構成
理論である6)．空間相互のつながり方からその特性を解
析する手法として，また，結果として目に見えない空間
の性状が可視化されている点が特徴である．SS論では
Convex Space（凸多角形となるオープンスペース空
間），Axial Line（見通し可能な範囲を貫く直線），
Isovist（１地点からの可視空間）等の基本的な概念に基
づいて構成され，それらをグラフ化して解析を行う．国
内の都市空間構造に関する研究では，これらの概念を用
いてIntegration Value（統合度）を算出し，都市の街路構
成について考察する手法が主流となっている． 
（３）Step Depth（図１） 
 SS理論の基本的な概念の一つであり， Integration 
Valueを導き出す際に使用される5)．起点となる空間に直
接接続している空間を「Depth1」の関係と呼び，さらに
「Depth1」と直接接続している空間を「Depth2」の関
係と呼ぶ．この動作を繰り返し行い，起点の空間から他
の空間への接続関係を表す概念である． この概念は空間
だけでなく，街路（軸線）にも適応することができる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．調査 
（１）対象地区の選定 
 「かいわい」については文化的景観のひとつとして取
り上げられている．文化庁監修の「都市の文化と景観」7)
では，文化的景観の分類項目として「街区・界隈・場」
を挙げている．この中から，東京23区内に存在する秋葉
原（電気街），合羽橋（食器問屋街），築地（市場
街），巣鴨（高齢者の集う街）の4地区を研究対象として
選定した．さらに， 東京都内を対象としたガイドブック
3冊8)9)10)から，一般的にかいわいとして認識されている地
区として神保町（古書店街）を取り上げ，合計5地区を調
査対象とした．それぞれの地区における調査範囲はガイ
ドブック等の文献と現地予備調査からそれぞれの地区に
おける歩行者やかいわい要素の分布を確認するに十分に
包含する範囲とした． 
（２）かいわい要素の定義  
先行研究では，イメージを形成する要素の計量方法が
課題として指摘されている．すなわち，店舗規模に関わ
らず１店舗を１要素とすると大規模店舗の過小評価につ
ながるという指摘である．本研究では，この課題を解決
する手法として文献5)の方法を採用し，「施設の出入
口」をかいわい要素として取り扱うこととした（図
２）．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
歩行者の注視傾向について実験を行った知花11)の研究
によると，建築物や都市の街路においては，歩行者の注
視高さは，遠方の注視対象を除いた場合，1ｍ～3ｍ程度
であり，そこから視覚情報を得ているとされている．建
物の階層に置き換えると，おおよそ1階，もしくは2階ま
での高さが歩行者の注視対象として捉えられる高さであ
るといえる．そのため，本研究ではテナントビル等一つ
の建物に複数の要素がある場合，1階に配置されている要
素のみを取り扱う．  
（３）施設分布調査 
まず，かいわい要素を施設業種から分類し，対象地区
内の界隈要素，店舗，オフィス，住宅を調査した．それ
ぞれの対象地区で現地調査を行い，ガイドブックに記載
されている業種を参照して，それぞれの地区における界
隈要素を抽出した（表１）．これらにより，対象地区の
全ての施設と，かいわいを形成する施設の分布を得る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）歩行者分布調査 
文献5)の「賑わい分布の把握」に記載されている調査
方法を参考に対象地区内の歩行者分布調査を行う．本調
査では，対象地区内の細街路を含めた全ての歩行者分布
を把握する．調査は平日の歩行者が多い時間帯に行い
（表２），対象地区内をビデオカメラを装着した自転車
で走行した．撮影した動画をもとに地図上に歩行者の分 
布を集計する． 
図１ Step Depth の例 
表１ 対象地区における界隈要素 
地区名 イメージ呼称 界隈要素 業種
秋葉原 電気店街 電気店
家電製品、電子部品、携帯電話・無線,
パソコン関連
合羽橋 食器問屋街 食器問屋
料理道具、食器、厨房設備、包装用品、
陶器・漆器、食品サンプル
神保町 古書店街 古書店 古本屋
築地 市場 魚類物販店 魚屋，寿司屋
巣鴨 高齢者が集う街 要素店舗 和菓子、日本茶類、衣料
図２ 本研究で取り扱う用語の整理 
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４．界隈要素と歩行者の密度分析 
（１）分析方法 
街路を交差点ごとに分割し，道路中心線から 10m のバ
ッファ内に含まれる要素，歩行者を集計した．両側に歩道
を有する大通りでは，道路中心線ではなく両端の歩道につ
いてバッファを生成して集計している．集計したものを各
街路に存在する施設出入口数，歩行者数とし，各街路の延
長で除して線密度を計算した．これを地図上に表示し，考
察を行う（図３）．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表２ 歩行者分布調査日時 
調査地区 月日 時間帯
秋葉原 9月3日（水） 14時～16時
合羽橋 9月17日（水） 14時～16時
神保町 10月9日（木） 14時～16時
築地 11月28日（木） 10時～12時
巣鴨 11月28日（木） 14時～16時
図３ 調査結果（対象５地区） 
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（２）街路ごとの要素分布に関する考察 
a)界隈要素 
対象範囲内の主軸となる大通り沿いや大通りに接続す
る街路において，界隈要素の密度が高いことがあげられる．
界隈要素がある街路の概形は秋葉原・築地は面的，合羽橋・
巣鴨は線的，神保町は点在的であることを確認した． 
b)界隈要素と関連施設の関係に関する考察 
 秋葉原・合羽橋・築地において，界隈要素施設がある街
路をオフィスが多い街路が囲うような配置になっている．
オフィス要素に分類される施設はそれぞれ，秋葉原では電
気器具の製造会社・修理施設・工場等，合羽橋では食器・
調理器具・漆器等の製作所や工場，築地では運輸会社や食
品会社が大半を占めている．地区によって界隈要素で取り
扱っている商品に関連する施設が周辺に集中しているこ
とが明らかになった． 
（３）街路ごとの歩行者分布 
 歩行者が存在しない街路は各地区において数箇所見受
けられる．歩行者密度が高い街路は各対象地区の主軸とな
る大通りに分布している傾向がある．歩行者密度が高い街
路の概形は秋葉原・神保町が面的，合羽橋・巣鴨が線的，
築地が局所的ではあるが面的広がりであることを確認し
た． 
（４）要素分布と歩行者分布の関係（表３） 
 界隈要素・歩行者ともに線形である合羽橋・巣鴨は，商
店街の線的特性が顕著に現れる結果となった．秋葉原も界
隈要素・歩行者ともに面的広がりが一致していたが，密度
の分布が一致せず，施設の集積の高さと歩行者の集中に明
確な関係が見いだせなかった．神保町は分布範囲と密度分
布が異なっていた．築地は界隈要素の分布より歩行者分布
の方が広範囲にわたっていた．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．Step Depth を用いた分析 
（１）分析方法 
 各対象地区で道路の規格や界隈要素密度分布から地区
の骨格となる街路をメインストリートとして設定し，対象
範囲内の街路のメインストリートへの接続の良さを Step 
Depth の概念を用いて地図上に表す（図４）． 
（２）Step Depth による街路網構成の考察（図５） 
秋葉原・神保町・築地はステップ 2 の街路が最も多く， 
合羽橋・巣鴨はステップ 1 の街路が最も多い結果となっ
た．ステップ 0・1 はメインストリートとそれに隣接する 
街路であることから表通りに近く人目につきやすい街路，
ステップ 2 以上は奥まった場所にある街路と考えられる
ことから，秋葉原・神保町・築地は多くの街路がメインス
トリートから行きにくい地区，合羽橋・巣鴨はメインスト
リートから広範囲に行きやすい地区であると言える．円グ
ラフ（図６）を見ると合羽橋・巣鴨は約半数，秋葉原・神
保町・築地は約 1/4 の割合で人目につきやすい街路であっ
た．これらの結果は地区ごとのメインストリートの長さに
よる影響が大きいと考えられる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図４ Step Depth を用いた街路網構成（対象５地区） 
表３ 界隈要素と歩行者の密度分布 
界隈要素 歩行者 分布範囲 密度分布
秋葉原 面的 面的 ○ ×
合羽橋 線的 線的 ○ ○
神保町 点在的 線的 × ×
築地 局所的 面的 △ ○
巣鴨 線的 線的 ○ ○
分布の概形 界隈要素分布と歩行者
分布の比較
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（３）Step Depth と要素数の考察（図７） 
a)全要素数 
秋葉原・神保町・築地ではステップ 2 で要素数が多く，
合羽橋・巣鴨ではステップ 1 で要素数が多い結果となっ
た．要素数はステップごとの街路数が大きく影響している
ことが推測できるが，秋葉原・神保町・築地は奥まった街
路に，合羽橋・巣鴨は人目につきやすい街路に多くの要素
が集中している地区であることを確認した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
b)界隈要素 
 秋葉原・築地ではステップ 1・2 に多いことから，人目
につきやすいメインストリートより，奥まった街路に界隈
要素が集中していることを確認した．これまで Step 
Depth の関係において，秋葉原・築地と共通の特徴を示し
ていた神保町ではステップ 1・3 で多い結果となった．合
羽橋・巣鴨ではステップ 0 で多いことから，人目につきや
すいメインストリートに界隈要素が集中していることを
確認した． 
（４）Step Depth と歩行者数（図８） 
 合羽橋・巣鴨では，ステップ 0・1 で歩行者数が大きく
なっており，人目につきやすい街路に歩行者が集中してい
ることを確認した．秋葉原・神保町・築地では，ステップ
1・2 で歩行者数が大きくなっていることから，メインス
トリートよりも奥まった街路に歩行者が集中しているこ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図８ Step Depth ごとの歩行者数（対象５地区） 
図６ Step Depth の街路割合（対象５地区） 
図５ Step Depth ごとの街路数（対象５地区） 
図７ Step Depth ごとの要素数（対象５地区） 
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写真２ メインストリート（ステップ 0：合羽橋） 
写真４ メインストリート（ステップ 0：神保町） 
写真５ メインストリート（ステップ 0：築地） 
とがわかった．特に秋葉原は他の地区と比べステップ 0～
2 の歩行者数が多い結果となっており，人目につきやすい
街路，奥まった街路ともに歩行者が多く存在する地区であ
ることを確認した． 
 
６．地区ごとの考察 
（１）秋葉原 
 歩行者はステップ 0～2 に多く分布し，人目につきやす
い街路，奥まった街路ともに多いが，界隈要素はステップ
1・2 の街路に分布している．界隈要素以外の要素を見比
べると，店舗・オフィスも奥まった街路に多く分布してい
る．これらのことから，秋葉原において要素が多様で，人々
の活動が多い箇所は奥まった街路に存在しており，それら
の街路が面的に展開されている（写真１）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）合羽橋 
 ステップ 0 のメインストリートにおいて界隈要素，歩行
者が多く分布している（写真２）．ステップ 1 の人目につ
きやすい街路が多い地区となっているが，ステップ 1・2
の街路にはオフィス，住宅が多く分布し，界隈要素，歩行
者の分布が減少している（写真３）．これらのことから， 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
合羽橋では人々の活動が多い街路はメインストリート沿
いに存在し，界隈要素と歩行者の分布が対応していること
がわかる．また，メインストリートとそれ以外の街路とで
は要素分布が分かれていることから，要素分布による領域
が街路単位で明確である． 
（３）神保町 
 ステップ数の低い人目につきやすい街路に歩行者が多
く分布している．メインストリートには他の地区と比べて
要素の分布は少ないが，界隈要素は密集して分布している．
例えば，メインストリートである靖国通り沿いには界隈要
素が多い街路の分布が見られ，歩行者の分布も多くなって
いる（写真４）．また，ステップ 2 の奥まった街路が多い
地区であり，店舗・オフィスが最も多く分布しているが，
歩行者の分布が少ない傾向にある．これらのことから，  
人々の活動は人目につきやすい街路に点在的に分布して
いるが，ステップ 2 を中心とした奥まった街路に多様な要
素があり，それらが面的に分布している． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）築地 
 ステップ 1・2 の街路に界隈要素，歩行者が多く分布し，
特に築地場外市場に極めて分布が多い（写真５）．他の地
区と比べ唯一ステップ 4 の街路の分布があり，ステップ 2
～4 の奥まった街路の分布が多い地区となっている．ステ
ップ 2・3 の街路では，界隈要素の分布は少なく，住宅が
多く分布している．これらのことから，築地においては界
隈要素が集積しているメインストリートとその周辺の人
目につきやすい街路が，人々の活動が多い箇所となってお
り，それらの街路は面的に分布している．しかし，秋葉原
と違い，界隈要素の分布範囲は狭く高密である．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真１ 奥まった街路（ステップ 2：秋葉原） 
写真３ 奥まった街路（ステップ 2：合羽橋） 
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（５）巣鴨 
 ステップ 1 の人目につきやすい街路が多い街路網構成
をしている．ステップ 0 のメインストリートに界隈要素，
歩行者が多く分布し（写真６），それ以外の街路には住宅
が最も多く分布している．ステップ 2 の街路では界隈要
素，歩行者の分布が少ない．これらのことから，巣鴨は合
羽橋と同様に，人々の活動が多い街路はメインストリート
沿いに存在し，界隈要素と歩行者の分布が対応している． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７．まとめ 
（１）結論 
 本研究は，特定の業種によって形成されるかいわい 5 地
区を対象に現地調査を行い，要素分布と歩行者分布を把握
した．また，対象地区の街路網構成を Step Depth の概念
を用いて把握した．これらの調査から得られた考察を以下
に示す． 
①界隈要素と歩行者の密度分布を比較して，各対象地区の
特徴を考察した．秋葉原は，双方の面的分布が一致し，
分布範囲がともに広範囲にわたっていた．合羽橋・巣鴨
は双方の線的分布一致し，商店街の線的特性が表れる結
果となった．神保町は，界隈要素の点在的分布と歩行者
の線的分布から密度分布が一致せず，築地は界隈要素の
局所的分布が歩行者の面的分布に含まれる結果となっ
た． 
②各対象地区で主軸となるメインストリートを設定し，そ
れを起点として Step Depthの概念を用いた街路網構成
から，地区の特徴を考察した．秋葉原・神保町・築地は
奥まった街路，合羽橋・巣鴨は人目につきやすい街路網
によって構成されていることを確認した．また，Step 
depth と界隈要素，歩行者分布の関係を考察した．秋葉
原・築地ではステップ 1・2 の街路に，合羽橋・巣鴨で
はメインストリートであるステップ 0 の街路に界隈要
素が多く分布していた．歩行者は，合羽橋・巣鴨ではス
テップ 0・1 の街路に，秋葉原・神保町・築地ではステ
ップ 1・2 の街路に多く分布していた． 
③界隈要素分布，歩行者分布，街路網構成から，各対象地
区の特徴を考察した．秋葉原は奥まった街路に面的かつ
広範囲に，合羽橋・巣鴨はメインストリート沿いに線的
に界隈要素の集積と人々の活動がともに多い箇所が存
在した．神保町では，界隈要素の集積と人々の活動が伴
う箇所は少ないが，奥まった街路に要素が多様な街路が
面的に存在していた．築地は，人目につきやすい街路に
局所的に，界隈要素，歩行者ともに高密な分布を示す箇
所が存在していた． 
（２）今後の課題 
 本研究では，５地区のかいわいの特徴について考察を行
ったが，考察の一般性を高めるために対象地区を増やす必
要がある．また，施設分布・歩行者分布調査の方法につい
て改良の余地がある．例えば，施設分布については業種ご
と詳細な施設の分類をすることで，対象地区内の施設分布
を細密にことが可能である．また、歩行者分布については，
曜日や時間帯による変化を考察することが課題となって
おり，それと同時に歩行者の属性や歩行者行動に着目する
ことでかいわいの特徴についてより一般性の高い考察を
得ることができる． 
 
本研究は JSPS 科研費 24603005 の助成を受けたもので
す． 
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